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地
方
自
治
体
の
職
員
等
で
組
織
す
る
自
治

労
（
約
八
三
・
六
万
人
）
は
八
月
二
四
日
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
」
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
調

査
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
自
治
労
に
加

盟
す
る
、
主
に
沿
岸
部
の
労
働
組
合
の
全
組

合
員
一
万
三
〇
八
五
人
を
対
象
に
、
今
年
五

月
時
点
で
実
施
し
た
も
の
。
六
二
七
四
人
の

有
効
回
答
（
男
性
四
四
・
四
％
、
女
性
五
五
・

六
％
。
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代

が
そ
れ
ぞ
れ
二
七
～
二
九
％
で
分
布
）
に
つ

い
て
集
計
・
分
析
し
て
い
る
。
調
査
結
果
か

ら
は
、
未
曾
有
の
大
震
災
の
な
か
、
被
災
自

治
体
の
職
員
が
安
全
や
健
康
を
ど
う
確
保
す

る
か
と
い
う
問
題
に
晒
さ
れ
な
が
ら
、
業
務

に
当
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
す
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

三
人
に
一
人
が
住
民
か
ら
の
暴
言
・

暴
力
を
経
験

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
福
島
県
の
被
災
自

治
体
職
員
（
二
四
五
五
人
）
の
う
ち
、
半
数

超
（
五
五
・
二
％
）
に
警
戒
区
域
・
計
画
的

避
難
区
域
で
の
業
務
経
験
が
あ
る
も
の
の
、

防
護
対
策
が
「
講
じ
ら
れ
て
い
た
」
割
合
は

一
八
・
一
％
に
過
ぎ
ず
、「
講
じ
ら
れ
て
い
な

い
時
が
あ
っ
た
」（
三
九
・
六
％
）
と
「
講
じ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」（
四
二
・
三
％
）
を
合

わ
せ
て
不
充
分
だ
っ
た
と
の
回
答
が
八
割
超

に
の
ぼ
っ
た
。

　

ま
た
、
回
答
者
全
体
の
七
一
・
八
％
が
放

射
線
の
健
康
に
対
す
る
影
響
を
不
安
に
感
じ

つ
つ
も
、
放
射
線
に
関
す
る
情
報
が
「
提
供

さ
れ
て
い
る
」
の
は
一
七
・
七
％
に
と
ど
ま

り
、「
あ
ま
り
提
供
さ
れ
て
い
な
い
」（
五
九
・

一
％
）と「
ま
っ
た
く
提
供
さ
れ
て
い
な
い
」

（
二
三
・
一
％
）
を
合
わ
せ
て
八
割
超
が
不

充
分
と
回
答
し
て
い
る
。

　

一
方
、
震
災
後
の
業
務
で
被
災
住
民
か
ら

理
不
尽
な
ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
経
験
は
、
職

員
の
四
割
強
（
四
二
・
四
％
）、
被
災
住
民

か
ら
暴
言
・
暴
力
を
受
け
た
経
験
は
三
人
に

一
人
（
三
四
・
〇
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

被
災
自
治
体
職
員
の
過
酷
な
震
災
業
務
の
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
場
の
安
全
衛
生
活

動
は
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
震

災
後
に
安
全
衛
生
委
員
会
な
ど
の
活
動
が
機

能
し
て
い
た
か
質
問
す
る
と
、「
分
か
ら
な

い
」
が
四
一
・
五
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
「
機
能
し
な
か
っ
た
」
が
三
五
・
四
％
。

「
機
能
し
て
い
た
」（
六
・
一
％
）、「
少
し
機

能
し
て
い
た
」（
一
七
・
〇
％
）
と
感
じ
て
い

た
職
員
は
、
四
人
に
一
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

時
間
外
労
働
「
増
え
た
」
が
四
割
超

　

一
方
、
時
間
外
労
働
の
状
況
を
尋
ね
る
と
、

震
災
発
生
直
後
か
ら
一
カ
月
間
の
時
間
外
労

働
は
「
震
災
前
よ
り
大
幅
に
増
え
た
」
が
四

八
・
二
％
で
「
増
え
た
」（
二
六
・
八
％
）
と
、

合
わ
せ
て
四
人
に
三
人
が
「
増
え
た
」
と
回

答
し
た
。
対
し
て
現
在
、「
大
幅
に
増
え
た
」

は
一
二
・
一
％
、「
増
え
た
」
は
二
八
・
八
％

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　

だ
が
、今
も
な
お
職
員
の
四
人
に
一
人（
二

三
・
八
％
）
が
震
災
対
策
業
務
に
就
く
状
況

の
中
で
、震
災
直
後
～
三
カ
月
間
は
、四
三
・

三
％
の
職
員
が
「
あ
っ
た
」
と
し
て
い
た
業

務
支
援
が
、現
在
は
半
分
以
下（
一
九
・
五
％
）

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
休
日
数
が

「
震
災
前
よ
り
減
っ
た
」
は
二
九
・
二
％
、

睡
眠
時
間
で
は
三
三
・
七
％
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
被
災
自
治
体
の
職
員
が
、
恒
常
的
な
業

務
過
多
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
す
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。

ス
ト
レ
ス
症
状
の
緩
和
が
課
題
に

　

こ
う
し
た
な
か
、
被
災
自
治
体
職
員
の
ス

ト
レ
ス
症
状
（
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
あ
る
・
し

ば
し
ば
あ
る
計
）
を
み
る
と
、「
ひ
ど
く
疲
れ

た
」（
四
七
・
五
％
）、「
気
が
張
り
詰
め
て
い

る
」（
四
四
・
四
％
）、「
だ
る
い
」（
四
三
・
五
％
）、

「
へ
と
へ
と
だ
」（
三
七
・
五
％
）、「
不
安
だ
」

（
三
六
・
九
％
）
な
ど
が
高
い
。
ま
た
、
メ

ン
タ
ル
症
状
（
い
つ
も
・
た
い
て
い
計
）
で

も
、「
気
分
が
沈
み
込
ん
で
晴
れ
な
い
」（
一

四
・
六
％
）
や
「
何
を
す
る
の
も
骨
折
り
」

（
一
三
・
四
％
）
な
ど
が
上
位
に
あ
が
っ
て

い
る
。
調
査
で
は
、
放
射
線
等
に
関
す
る
適

切
な
情
報
提
供
の
不
足
や
、
震
災
後
の
業
務

を
通
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
経
験
、
時
間
外
労
働
の

増
加
な
ど
が
、
被
災
自
治
体
職
員
の
ス
ト
レ

ス
症
状
（
疲
労
、
不
安
、
抑
う
つ
）
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
、
い
ず
れ

も
有
意
に
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
方
、
今
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
希
望
を
尋
ね
る
と
、「
受

け
た
い
」
ま
た
は
「
必
要
」
と
の
回
答
が
四

五
・
四
％
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
受

け
た
こ
と
が
あ
る
職
員
は
全
体
の
一
三
・

九
％
だ
が
、
そ
の
う
ち
二
七
・
九
％
が
「
気

が
楽
に
な
っ
た
」、
五
・
七
％
が
「
仕
事
に

前
向
き
に
な
れ
た
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
、自
治
労
で
は「
こ

れ
ま
で
も
被
災
地
域
の
実
態
等
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
人
員
確
保
の
た
め
の
政
府
要
請
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
抜
本
的
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
と
も
に
、「
今
後
、

復
旧
・
復
興
業
務
が
さ
ら
に
長
期
化
す
れ
ば
、

中
心
的
役
割
を
担
う
仲
間
（
被
災
自
治
体
の

職
員
）
が
、
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
」（
徳
永
秀
昭
委
員
長
）
と

判
断
。
こ
の
間
、
被
災
組
合
員
の
た
め
「
こ

こ
ろ
の
相
談
室
」
を
設
置
し
て
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
派
遣
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
（
本
誌
二
〇
一
二
年
七
月
号
一
七
頁

参
照
）
と
こ
ろ
だ
が
、「
こ
れ
以
上
、
ス
ト
レ

ス
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
等
の
体
制
整
備
と
そ
の
た
め
の
予

算
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
」

（
同
）
と
し
て
、
国
・
自
治
体
へ
の
要
請
強

化
に
取
り
組
む
構
え
だ
。（

調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

被
災
地
調
査

5

自
治
体
職
員
の
現
状
―
自
治
労
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
調
査
」




